




















第 6 0 3 8 号
昭和 58 年 3 月 25 日
工学研究科応用物理学専攻








































(2) アモルファスの Bi と Gaの薄膜について，その超伝導状態にむける熱的に励起された準粒子によ
る表面波の吸収を観測し，これらのアモルファス超伝導薄膜の音波吸収の温度特性が他の結品質超
伝導体の特性と異なっていることを見いだしている。
(3) アモルファス Bi薄膜の構造は，その蒸着速度に強く影響されることを明らかにし，このことを，
表面波の吸収係数から求めた電子の平均自由行程の値を電気抵抗から求めた値と比較することによ
って定量的に説明している。
(4) アモルフアス Ga薄膜の結品化過程について新しい知見をポしている。
以上のように，本論文は弾性表面波を用いて，アモルファス超伝導薄膜について，その薄膜形成の
初期過程と結晶化過程むよびその超伝導状態に関する興味ある多くの知見を示したものであり，アモ
ルファス金属薄膜の構造とその超伝導状態に関する物性研究に寄与するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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